
(2)広報 「 う さ か」

第
６２
回
住
民
大
運
動
会

１０
月
９
日
（日
）
鵜
坂
地
区
住
民

大
運
動
会
が
鵜
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
当
日
は
、
早
朝
か
ら
大
粒

の
降
雨
で
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係

者

一
同
が
天
気
予
報
を
信
じ
て
開

催
を
決
行
し
た
結
果
、
時
間
を
経

る
ご
と
に
見
事
に
運
動
会
日
和
の

天
気
と
な
り
、
運
動
会
本
来
の
目

的
で
あ
る

「町
全
体
」
の
親
睦
を

図
る
良
い
時
間
と
空
間
を
創
る
事

が
出
来
ま
し
た
ｃ

最
終
結
果
は
優
勝
が
紫
チ
ー
ム

（官
ヶ
島
善
ロ
ケ
島
団
地
。
下
坂
倉
・

下
坂
倉
一雇
用
促
進
・宮
坂
の
郷
）、

次
勝
は
赤
チ
ー
ム
（下
轡
田
）
で
し

た
。
体
協
及
び
各
自
治
会
は
、
今

後
も
親
睦
と
い
う
目
的
の
下
、
健

康
維
持
の
促
進
を
図
る
事
業
を
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

公
民
館
ふ
る
さ
と
講
座

水
の
文
化
と
歴
史
探
訪

１０
月
２９
日
（土
）鵜
坂
地
区
ふ
る

さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
富
山

市
地
域
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
総
合
事

業
の
一
環
と
し
て
魚
津
市

・
黒
部

市
方
面

へ
の
社
会
見
学
を

一
般
募

集
で
実
施
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
３３
名
の
参
加
が
あ
り
、

始
め
に
何
ヶ
所
も
あ
る

「生
地
地

区
の
清
水
」
を
訪
ね
、美
味
し
い
水

を
味
わ
い

「杉
沢
の
沢
ス
ギ
」
に

向
か
い
ま
し
た
。
天
を
突
く
よ
う

な
杉
林
で
森
林
浴
を
味
わ
い
、
落

ち
着
い
た
心
で
有
形
文
化
財
建
造

物
「松
桜
閣
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

北
陸
の
銀
閣
寺
と
称
さ
れ
る
楼
閣

数
寄
屋
づ
く
り
で
時
空
世
界
に
浸

り
ま
し
た
。

「宇
奈
月
麦
酒
館
」

で
は
抱
え
き
れ
な
い
お
土
産
を
買

い
こ
み
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

鵜
坂
民
児
協
全
国
表
彰

鵜
坂
地
区
民
生
委
員

・
児
童
委

員
協
議
会
は
、

１０
月
２‐
日
、
香
川

県
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
で
優

良
民
児
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
鵜
坂
民
児
協
が
活
発
に
活

動
し
て
い
る
こ
と
を
、
富
山
市
レ

ベ
ル
で
評
価
さ
れ
、
県
か
ら
の
推

薦
で
表
彰

の
栄
誉
を
頂
く

こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
県
内
に
は
約

２
０
０
の
民
児
協
が
あ
り
ま
す

が
、
原
則

一
年
に

一
団
体
づ

つ
表

彰
さ
れ
る
と
し
て
２
０
０
年
に

一
度
し
か
巡
ち

て
こ
な

い
と
い

う
大
き
な
意
味

の
あ
る
表
彰
で

す
。
鵜
坂
地
区
民
生
児
童
委
員

一

同
、
こ
れ
を
期
に
ま
す
ま
す
皆
さ

・ヽ

■

ヽ

ん

の

心

に

寄

り
添

い
、

親

し

ま

れ

る

存

在

と

な

る

よ

う

心

が

け

て

行

く

こ

と

と

し

て

い

ま
す
。

富
山
市
表
彰

富
山
市
は
Ｈ
月
４
日
富
山
国
際

会
議
場
で
平
成
２８
年
度
の
富
山
市

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
は

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
地
方
自
治

・
市

民
生
活

。
厚
生

・
産
業
経
済

・
教

育
文
化
の
６
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
個
人
と
団
体
に
授
与
さ
れ
る
も

の
で
、
婦
中
町
鵜
坂
校
区
で
は
「厚

生
功
労
」
部
門
で
市
身
体
障
害
者

Ｉ

〓

躾

」
曲
ヽ

の

一
人
暮
ら
し
を
忘
れ
て
し
ま
う

く
ら
い
和
み
、
最
後
は
全
員
が
輪

に
な
り
、
お
わ
ら
踊
り
で
楽
し
く

終
了
致
し
ま
し
た
。
　

参
加
者
は

「と
て
も
楽
し
か
つ
た
。
来
年
も

元
気
で
参
加
し
た
い
」
と
笑
顔
で

帰
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
ｃ

特
別
要
望
事
項
陳
情

ヘ

学
校
の
安
全
を
考
え
る
会

平
成
２８
年
度
第
２
回

（通
算
６

回
）
の
「学
校
安
全
を
考
え
る
会
」

の
会
議
が
Ｈ
月
１８
日
、
市
立
鵜
坂

公
民
館
会
議
室
で
小
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
地
域
の

代
表
が
集
ま
り
協
議
さ
れ
ま
し

た
。①

自
転
車
の
乗
車
に
関
し
、　
ヘ

ル
メ
ッ
ト
未
着
用
②
自
転
車
保
険

加
入
③

「通
学
路
で
の
危
険
個
所

確
認
④
登
校
時
の
交
通
量
と
通
過

す
る
児
童
数
な
ど
の
特
別
要
望
事

項
４
点
の
詳
細
説
明
が
あ
り
早
急

に
関
係
者
が
関
係
先

へ
資
料
作
成

の
上
陳
情
す
る
こ
と
を
申
し
あ
わ

せ
ま
し
た
。

合
口
用
水
見
学

と
生
物
観
察
会

８
月
１
日
（月
）鵜
坂
小
学
校
児

童
２５
名
が
、
鵜
坂
校
区
農
地
水
環

境
保
全
会
主
催
の
合
口
用
水
見
学

と
生
物
観
察
に
参
加
し
ま
し
た
。

見
学
は
、
神
通
川
第
ニ
ダ
ム
の

頭
首
国
か
ら
取
り
入
れ
た
水
が
、

自
分
た
ち
の
近
く
の
用
水
に
流
れ

て
来
る
ま
で
幾

つ
も
の
施
設
を
通

つ
て
お
り
、
田
ん
ば
だ
け
で
は
な

く
大
雨
時
の
水
害
防
止
や
防
火
、

冬
期
間
の
除
雪
処
理
な
ど
、
私
達

の
生
活
に
Ｌ

っ
て
大
切
な
用
水
で

あ
る
こ
Ｌ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
施
設
が
ど
の
よ
う
に
し
て
守

ら
れ
、
芝
桜
の
植
栽
な
ど
に
よ
る

環
境
美
化
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

田
島
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
飼
育
し

て
い
る
メ
ダ
カ
や
ト
ミ
ヨ
、
ナ
マ

ズ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
近
く
の
農

業
用
水
に
生
息
し
て
い
る
水
生
生

物
を
観
察
し
ま
し
た
ｃ

花
鉢
プ
レ
ゼ
ン
ト

社

会

福

祉

協

議

会

‐２
月
５
日
（月
）鵜
坂
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
で
、
鵜
坂
小
児
童
と

民
生

・
児
童
委
員
、
鵜
坂
小
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
委
員
と
と
も
に

一
人
暮

ら
し
の
お
宅
や
高
齢
者
の
お
宅
、

心
身
障
害
者
宅
を
訪
問
し
、
シ
ク

ラ
メ
ン
の
花
鉢
と
児
童
が
書
い
た

し
た
。
訪
間
先
で
は
花
鉢
を
手
に

し
て
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「あじさいの会J

毎週第3火 曜 日 (10:00～ 11:30)

あじさいの会は、校区内の人たちでおしゃべ りや

僅かのひと時を楽しむ月一回のサークルです。歌を

唄ったり身近な行政の人の話を聞いたり学習したり
しています。発足以来来年で 15周 年を迎えます。
これまでたくさんの人の出会いがありました。会員
の皆様お元気で何日寺も笑いが絶えませんc随時入会
出来ますので、気留めましたらおいで下さい。
問合せ は高柳466-2488、 西田421-1854

協
会
理
事
大
西
貞
夫
さ
ん

（下
轡

田
）、市
保
健
推
進
員
連
絡
協
議
会

副
会
長
高
柳
貴
美
枝
さ
ん
（塚
原
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

Ｈ
月
Ｈ
日
（金
）鵜
坂
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
い
こ
い
の
村

・

磯
波
風
で

「ひ
ま
わ
り
の
会
」
の

親
睦
会
を
行
い
ま
し
た
。
ひ
ま
わ

り
の
会
員
３５
人
が
参
加
さ
れ
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
島

崎
会
長
の
挨
拶
の
後
、
カ
ラ
オ
ケ

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
興
じ
、
日
頃


